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2017 年　年頭のごあいさつ
岩手県立中央病院　院長　望月 泉
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2017 年の年頭にあたり、一言ごあいさつ申し上げます。平成 27 年度の医療
費が 41 兆円超と過去最高を更新する中、消費税増税が見送られ、財源確保
が困難となっており、平成 30 年度に予定されている診療報酬・介護報酬の
同時改定が厳しくなるのは必然かもしれません。全国では病院の統合・集約
化は既に始まっており、われわれ県立病院も自分たちで自院の進むべき方
向を明確にしていく必要があります。昨年は第 66 回日本病院学会の開
催、中央病院の本、オープンホスピタルなど様々な取り組みを行って
きました。今年は大きく3つの目標を立てて実現させたいと思います。

１．さらなる連携の推進と病院機能の充実です。地域完結型の医療
を目指し、医療介護連携、医科歯科連携のさらなる推進を行います。
住み慣れた地域で最後まで暮らせる地域包括ケアシステムの構築を
進めます。また、患者を待たせない、断らないを念頭に医療を行います。

２．職員すべての研修、教育が大切です。専門医制度は 1 年立ち止まり、平成 30 年度開始される予定
です。内科、外科などの基幹型プログラムをはじめ、2 階部分となる各専門科 subspeciality 各科の整
備が必須です。また、認定看護師制度をはじめ専門薬剤師等各部門での資格取得などが求められます。

３．私も来年定年を迎えますが、この病院に勤務することができ、本当に良かった、充実した人生であっ
たと思えるような病院作りが大切です。勤務環境の整備、職員満足度の向上です。患者満足度は職員
満足度が上がらなければ決して向上しないと思います。

　本年は 9 月 2 日（土）、第 6 回県立病院総合学会を盛岡市で開催します。テーマは検討中ですが、
どんなに医療提供体制が変わろうとも、あるべき医療人のこころを追求したいと思います。高度急性
期医療の中でどうしても後回しにされそうになる「心」を医療の提供者として常に年頭において行動
しなければなりません。言い換えれば、患者さん、人間に対する愛情です。もしそうでなければどん
なに質の高い医療を提供しても理解されませんし、われわれの基本理念そのものもが実現できなくな
ります。
　3 年後には、岩手医科大学病院が矢巾に移転します。盛岡医療圏の救急医療体制、当院のあるべき
姿を構築する必要があります。ドクターヘリは発進回数も着実に増加し、救急の現場で活躍しています。
その最大メリットである搬送時間の短縮をできる限り活用するために、当院のすぐ向かいの杜陵高校
グランド北側の端をお借りして高さ 10m のヘリポートを 4 月から建築、1 年後に完成予定です。ご協
力をよろしくお願いします。



地産地消給食等メニューコンテスト受賞
　　　　　　　～地産地消の取り組み～ 栄養管理科

　この度は、農林水産省主催の第 9 回地産地消メニューコンテストにおいて農林水産大臣賞をいただき
ました。
　岩手県では地産地消県民運動の推進を目的に、毎月１回第４週の金、土、日を「いわて食財の日」に
定めており、食材の豊かさと美味しさに感謝し、地産地消の普及に取り組むことを目的としています。
　地産地消の取り組みは、県立病院全体でも日頃から献立や特別メニューに取り入れ、提供しています。
当院でも、月に 1 回以上「いわて食財の日」を実施しており、今回の受賞は人間ドックで提供している
昼食、妊婦おやつ、糖尿病教室を通して地産地消をＰＲしている点などを評価して頂いての受賞となり、
栄養管理科一同大変喜んでおります。
　受賞メニューの「こずかた御膳～いわての美味しさてんこもり～」は産婦人科、小児科病棟の特別メ
ニューで提供していたもので、岩手の食材を少量ずつプレート皿に盛りつけ、目で見て楽しめる献立と
しています。
　今後も、食の宝庫といわれる岩手県の食材を日々の献立や特別メニューなどに積極的に取り入れ、患
者さんに喜ばれる食事提供につなげていきたいと考えています。
　最後に、今回の農林水産大臣賞は院長先生を始め皆さんのご支援と色々な事に取り組める環境があり、
受賞できたと思っております。ありがとうございました。

こずかた御膳～いわての美味しさてんこもり～こずかた御膳～いわての美味しさてんこもり～

・十穀 ごはん
・きびバーグえごまソース
・めかぶそば
・豆のサラダ　ヨーグルトドレッシング
・ほうれん草の白和え
・里芋の焼きニョッキ　豆乳ソース
・ミニトマトのジュレ

【きびバーグえごまソース】
生産量と種類が豊富な雑穀と鶏肉のヘルシーなハンバーグ。健康ブームで注目されているえごまを取り入れ、味付けはさっぱりと酸味を
利かせたソースに仕上げました。えごまはαリノレン酸、ポリフェノールが多くガンなどの予防効果があるとされています。

【めかぶそば】
三陸産のめかぶと、香り高く味が強い昔ながらの味わいの土川そばです。

【豆のサラダ　ヨーグルトドレッシング】
食感の良い枝豆とパプリカにサバ缶をトッピング、なめらかなヨーグルトを使用した白いドレッシングが鮮やかなサラダです。

【ほうれん草の白和え】
盛岡市は「豆腐の消費量日本一」のまちです。盛岡市の豆腐とあま～い県産のほうれん草を使用した、くるみ風味の白和えです。

【里芋の焼きニョッキ　豆乳ソース】
ねばり強くやわらかい県産里芋を風味豊かな南部小麦とあわせた焼きニョッキ、豆乳ソースとの相性もバツグンです。

【ミニトマトのジュレ】
ミニトマトを砂糖とレモン果汁で煮てジュレにした爽やかなデザートです。
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早く見つけて、早く治そう !! ～年間 9 万人が乳癌になる時代～早く見つけて、早く治そう !! ～年間 9 万人が乳癌になる時代～
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乳腺・内分泌外科長　大貫 幸二

乳がん看護認定看護師　古澤優子

　日本人女性の乳がんは近年増加していて、最近の統計では、一生のうちで乳がんになる（罹患す
る）割合は 11 人に 1 人となっています。自分は乳がんにならないだろうと漠然と思っているより
も、乳がんになるかもしれないと思って、乳がんから身を守る対策を考えておくことが大切です。
　一番良い対策は乳がんの罹患を防ぐ事です。適度な運動、閉経後の肥満防止などに予防効果があ
ると言われていますが、残念ながら決め手となる予防法はありません。
　次に良い対策は、乳がんに罹患したとしても早期に診断する事です。まずは、自分で乳房にしこ
りを感じたら、無駄に様子を見ないですぐに医療機関を受診してください。しこりの自覚がない人
は、40歳以上になったらマンモグラフィによる乳がん検診を受けましょう。しかし、マンモグラフィ
も万能ではなく、特に若い方に多い高濃度乳房（デンスブレスト）の人は、診断が難しい事もあり
ます。検診で異常がないと判定されても、定期的な自己触診は欠かさないようにして下さい。また、
高濃度乳房の人には超音波検査を行うと発見率が上がりますので、心配な方は検診施設に問い合わ
せて下さい。
　三番目に良い対策は、多くの研究で救命効果があると証明された（科学的根拠のある）治療法を
受けることです。治療に関する副作用のほとんどはその時だけのもので、多くの人が乳がんの治療
を終えて元通りの社会生活を送っています。自分のため、家族のため、仲間のために怖がらずにベ
ストの治療を受けましょう。そのために、私たち専門家は皆様をサポートします。

　平成 28 年 10 月健康講座にて、看護師の立場から乳がんのお話をさせていただきました。緊張
して入場した会場には、通院中の患者さん、見慣れた（すいません）職員やお世話になっている他
施設の方々、さらには他院で治療中の患者さんのご家族など、たくさんの方々が集まっていました。
2016 年はメディアで乳がんを取り上げられることが多く、一般の方々の関心の高まりと乳がん経
験者の方々の複雑な思いに接して、私たち看護師はどんな言葉を発信していけばよいのだろう、と
改めて考えさせられる 1 年だったように思います。
　私は外来勤務なので、病名の告知、治療の説明と決定、長期間の通院治療、治療が終了した後の
通院、そして、再発と治療、再発治療の終了など、様々な場面のそばにいます。患者さんやご家族
が乳がんと診断されたとき、また再発が分かったとき、そこから前に進んでいくために大切なのは、
患者さん自身が治療をよく理解し、納得できる選択をすることだと思います。患者さんとご家族が
何を大切にしているのか、その「思い」をうかがいながら一緒に考え、サポートしていけたらと思っ
ています。10 月にもお話ししたように、「乳がんになってしまった」けど「乳がんになっても自分
らしく！」。それが私たちの願いであり、目標です。
　健康講座終了後のアンケートの回答に、「乳がんが少しだけ怖くなくなりました。」というコメン
トをいただきました。ともに講演をしたがん化学療法看護認定看護師の櫻田さんと、「ミッション
達成！」と、小さくガッツポーズ。わたしたち、やっぱりこの仕事が大好きなようです。

12 月 17 日 ( 土 ) に開催されました、健康講座「早く見つけて、早く治そう !! ～年間 9 万人が乳
癌になる時代～」は多くの方にご参加を頂きました。次回の健康講座は「心臓リハビリで乗り越え
よう～狭心症・急性心筋梗塞～」と題して 2 月 11 日 ( 土 ) におでってにて開催いたします。



病院の業務は多くの職員に支えられて成り立ってい
ます。病院で働く医師、看護師の存在は知っていて
もその業務内容、その他の専門職の種類や業務は十
分理解されているとは言えません。私たちは病院で
働く多くの人々の職種と業務内容を紹介するため
に、院内のいろいろな職種の代表が集まって協議し、
平成 28 年 10 月 16 日日曜日の午後に中学生・高
校生、そしてその保護者、地域住民を対象として、
全部で 46 の参加型ブースを設け、仕事の内容を紹
介するオープンホスピタルという会を開催しまし
た。その意図は、病院で働くいろいろな職種を知っ
てもらい、自分の将来の仕事を考える機会を提供す
ること、そして医療職を目指す人材を増やしたいか
らです。多くの職種は協働して医療を提供している
ので、職種ごとに業務内容を分けるのは難しいです
が、今回は特に医師が関わる業務紹介に触れたいと
思います。

第 1 回オープンホスピタルを終えて～中高生を対象とした医療専門職の紹介～第 1 回オープンホスピタルを終えて～中高生を対象とした医療専門職の紹介～
医療研修部長　高橋 弘明

全 46 のブースのうち、医師の仕事に関係するブースでは、医学部で学ぶ科目や内容、いろいろな試験・
医師国家試験。卒業後の臨床研修や専門医になるための研修などの紹介のポスターを準備しました。
また病院で使用する透析回路や人工呼吸器、人工心肺装置、心臓ペースメーカーを臨床工学士の協力
で展示。実技体験では各診療科を専門とする医師の協力で内視鏡、超音波検査、アクリルモデルを使っ
たカテーテル治療体験、鶏肉を使用した電気メスや超音波メスを使用した切開や縫合体験、ブタの心
臓を使った心臓の解剖などの体験ブースを設置しました。病院には大規模災害発生時に被災地援助の
ための災害派遣医療チーム (DMAT) もあります。そのブースでは、病院から各地に派遣されて活動
した時の様子をポスターに示して、その際にチームが着用する服やブーツ、ヘルメット等を準備し、
実際に試着して支援チームの体験ができるコーナーも設けました。当日のオープンホスピタルへの参
加者は小学生 7 名、中学生 93 名、高校生 318 名、他 72 名で 490 名に達しました。在籍する学校
の立地地域は盛岡圏内が 89％を占めましたが数十 km 以上遠方の参加者も 11％おりました。

オープンホスピタル開催の情報は教育委員会に依頼をして、学校
からの案内で知った参加者が 89。2％でした。参加後のアンケー
トでは参加者が興味を持った職業は看護師（助産師含む）が最も
多く 42。3％でしたが、医師 9。4％、薬剤師 8。7％、栄養士
7。1％、臨床検査技師 7。0％、理学療法士 6。8％などと並び、
多くの病院職種に興味を持ったことが分かりました。
今回は岩手県立中央病院で初めての取り組みでしたが、私たちの
予想以上に多くの参加者が集まり、医療系職種への興味があるこ
と、医療系職種にはいろいろな種類や仕事内容があることを知っ
たことがアンケートに寄せられました。その関心の実現に向け、
病院の職員は未来の医療従事者の育成のために努力する価値があ
ると考えられました。次年度も同様の活動を行う予定ですので、
積極的に見学や参加をお願いしたいと思います。
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岩手県立中央病院

　当院では、医学の発展及び病気の原因究明のため、ご遺族の
ご承認のもとに病理解剖を行っています。現在の医学は、画像
診断技術の進歩によって、体中が手に取るように分かるように
なりました。しかし、それでも解剖させていただき、直接得難
い所見を学ばせて頂くことに勝るものはありません。どんなに
医学が進歩しても、解剖は医学の原点であり、必要欠くべから
ざるものであります。
　平成 28 年 11 月 18 日（金）午後 3 時から、当院大ホールに
おきまして、病理解剖にご協力いただいた方のご遺族をお招き

第 54 回医学貢献者慰霊式を挙行して
総務係長　米内　一尚

し、その崇高な御心により医学の進歩と人類への多大なる貢献をいただいたことに対して、深く感謝
の念を捧げ、医学貢献者慰霊式を挙行しました。慰霊式では、平成 27 年 10 月から平成 28 年 9 月に
亡くなられ、病理解剖にご協力いただいた方々を偲び、25 名のご尊名奉読、参列者全員による 30 秒
間の黙とう、望月院長による追悼の辞、参列者全員による献花、佐熊病理診断センター長による慰霊
の詞が行われました。当日は寒い中、18 遺族の方々がご参列くださいました。また、病院職員は約
100 名が参列しました。亡くなられた方々に、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
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おしらせ
次回の健康講座は
2 月 11 日 ( 土 )14:00 ～
プラザおでってで開催

「心臓リハビリで乗り越えよう
狭心症・急性心筋梗塞」

　明けましておめでとうございます。今年は酉年、社会の動きや株の変動など十二支の中でも動き
が激しい一年となる事が多いとされています。酉という漢字は酒壺を描いたもの、「酒」に関する漢
字が由来で、収穫した作物から酒を抽出するといった意味や収穫できる実りを表すことから果実が
成熟した状態を表し、また「とり」は「とりこむ」を意味することから商売には縁起の良い干支の
ようです。　

編 集 後 記

　変革と言えば、最近は世界情勢もポピュリズムを煽る様な政治家が
トップになる国が何となく増えてきつつあり、変革の匂いがしてきま
す。しかし変革は進歩へのひとときの道筋であって、変革ばっかりし
ていたらどこへ行き着くやら先行き不透明という見方もありますよ
ね。翻って私たち医療従事者は進歩しながらも変わりなく患者本位で
日々の診療に当たる毎日を続け、病気が少しでも早く確実に治ってい
く様心がけていきたいものです。本年もよろしくお願い申し上げます。
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